
霧島太陽光発電所の
建設がすすんでいます

グリーンコープの輪・和・環
グリーンコープ生協ひろしま

巻幡 太佳子さん

グリーンコープ共同体
臨時社員総会後の
トークセッション

グリーンコープでんき
決起集会

ダイオキシン・環境ホルモン
対策国民会議からの
出前講座 in 福岡
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2020年度がスタートしまし
た。共生の時代では、この
１年ＳＤＧｓをより意識してい
きます。投稿コーナーのテー
マも増えました。みんな注
目してね！

SDGs　 グリーンコープ

民衆交易

脱原発運動

食べもの運動

「生命（いのち）を育む
食べもの」を
私たちの手で
つくります

原発フリーの電気です！

国連が採択した
2030年までに達成をめざす持続可能な開発目標

①貧困をなくそう ②飢餓をゼロに ③すべての人に健康
と福祉を ④質の高い教育をみんなに ⑤ジェンダー平等
を実現しよう ⑥安全な水とトイレを世界中に ⑦エネル
ギーをみんなにそしてクリーンに ⑧働きがいも経済成長
も ⑨産業と技術革新の基盤をつくろう ⑩人や国の不平
等をなくそう ⑪住み続けられるまちづくりを ⑫つくる
責任つかう責任 ⑬気候変動に具体的な対策を ⑭海の豊
かさを守ろう ⑮陸の豊かさも守ろう ⑯平和と公正をす
べての人に ⑰パートナーシップで目標を達成しよう

グリーンコープにとって日常のあたり前が
「ＳＤＧｓ」に到達していました！

一般社団法人 グリーンコープ共同体　代表理事　熊野 千恵美さん

　「ＳＤＧｓ」という言葉を耳にしたのは、実はつい最近のこ
とです。「持続可能な開発目標」の略称で、国際社会共通
の17の目標があるそうです。驚いたことに、その一つひとつ
のどれもグリーンコープが取り組んでいることだということに気
づかされたのです。
　グリーンコープの商品は、単なる食欲を満たすためではなく、
生産者とつながっていたり、自然環境を守るものであったり、
「南」の国の人 と々の連帯関係をつくるものであったりと、心
も体も豊かにしてくれるものばかりです。
　たとえば、無農薬バナナ。今から約30年前ネグロスの子
どもたちが飢餓に苦しんでいることに目をそらすことができず
に、「生きてほしい！」と願った組合員の思いがつくり出した「南
と北の共生」の象徴的な民衆交易品です。そこからアジアの
国 の々人たちの暮らしへとつながり、連帯へと広がりました。
　たとえば、「誰もが住んでいる地域で安心して暮らしていき
たい」という願い。それが福祉の取り組みをとおして、豊か
な地域社会の再生へとつながっています。また、安心・安全
な食べものを得るには、世界が「平和」でなければならない
との思いから、私たちは、平和を守りつくるために行動します。
このような日常の積み重ねが「平和」なのではないでしょうか。
　さらに、グリーンコープが一番大事にしている「生命（い
のち）」は、人 の々日々 の暮らしの中で育まれ守られると思っ
ています。いのちに寄り添ってきたグリーンコープの歩みその
ものが、「ＳＤＧｓ」への道につながっているように思います。
顔と顔の見えるグリーンコープの食べものを選ぶこと、リユー
スびん容器やリサイクルトレー容器を洗って返却すること、自
然災害で被災した地域への支援に取り組むこと、原発フリー
の電気を使うことなど、日々 の暮らしの中のこうした行動をさり
げなく実践し続けるグリーンコープ。「ＳＤＧｓ」を知って、よ
りグリーンコープの組合員であることに誇りを感じました。
2019年9月～10月、熊本日日新聞に連載された「熊本発ＳＤＧｓ持続可能な未来
へ」で、グリーンコープ運動が紹介されたことを受けて。

「共生の時代臨時号」（2019年12月発行）より

グリーンコープの
「おかしいと思うこと・間違っていると思うこと（UN）」
に対して単に反対するだけでなく、それに代わる「新し
い発想や提案をすることで行動する（DO）」。それがグ
リーンコープの「UN→DO（うんどう）」です。

交易によって
収入が増え、
将来の見通しも
明るくなりました

ぜったい
脱原発！

　家族の健やかな暮らしを守り、安心して暮らせる社会
にしたい。そんな母親の願いからはじまったグリーン
コープは、組合員の手でその夢を実現してきました。設
立から30年を経てもなお、変わらぬ願いを胸に、未来に
向け歩み続けています。
　近年、世界の多くの企業や団体がＳＤＧｓの実践を呼
びかけています。ＳＤＧｓとは、よりよい世界をめざす
ため、2015年に国連が採択した17の持続可能な開発目
標です。ＳＤＧｓに掲げられた目標は、グリーンコープ
が生命（いのち）を大切に思い、取り組んできた運動と
めざすところは同じと言えます。
　2020年度、グリーンコープはＳＤＧｓに掲げられた
目標をより意識し、改めてグリーンコープ運動を「ＵＮ
→ＤＯ」という形で、もっと多くの人に伝えていきたい
と考えています。

エスディージーズ

SDGs（Sustainable Development Goals）
の17の目標

※８面に関連記事

グリーンコープでんき

グリーンコープで暮らすこと
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みどりの地球を
みどりのままで

2020 月4

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載



ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議からの出前講座（全2回）その１

有害化学物質から子どもを守るために
　私たちにできること、やるべきこと

今
、
子
ど
も
た
ち
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と

　

有
害
化
学
物
質
の
一
番
の

被
害
者
は
、
子
ど
も
た
ち
で

す
。
小
児
ぜ
ん
息
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
肥
満
や
発
達
障
が
い

な
ど
、
有
害
化
学
物
質
が
原

因
と
思
わ
れ
る
疾
患
が
子
ど

も
の
間
で
増
え
て
い
ま
す
。

男
児
の
生
殖
器
官
の
異
常
、

不
妊
の
増
加
、
男
性
の
出
生

割
合
の
低
下
な
ど
も
起
こ
っ

て
お
り
、
次
世
代
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
が
こ

れ
ほ
ど
短
期
間
で
増
加
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
遺
伝
よ
り

も
環
境
中
の
有
害
化
学
物
質

な
ど
の
影
響
が
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
の
か
く
乱
を

起
こ
す
新
た
な
毒
性

　

近
年
、「
シ
グ
ナ
ル
毒
性
」

人類だけでなく地球上のあらゆる生物の種の存
続を阻む、ダイオキシン・環境ホルモン汚染の
危機を乗り越え、子どもたちの未来を取り戻し
たいという思いから、全国の女性弁護士158人
が組織の結成を呼びかけた。専門家50人の発起
人がこれに応え、1998年9月に結成。
人々が、利害や立場を超えて結集し、知恵を出
し合って適切な政策提言を行うことにより、広
く世論を喚起して、政府に有効な対策をさせる
ことを目指している。3年計画で「有害物質から
子どもたちを守るための政策提言と世論喚起活
動」というプロジェクトがすすめられており、
今回の出前講座はその一環として開催された。

と
呼
ば
れ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン

の
特
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
き

た
毒
性
は
直
接
細
胞
の
機
能

を
阻
害
し
ま
す
。
シ
グ
ナ
ル

毒
性
は
、
有
害
化
学
物
質
が

細
胞
に
誤
っ
た
シ
グ
ナ
ル
を

送
る
こ
と
で
、
有
害
作
用
を

起
こ
し
ま
す
。
シ
グ
ナ
ル
毒

性
は
直
接
細
胞
の
機
能
に
異

常
を
き
た
す
量
よ
り
も
少
な

い
量
で
、
ホ
ル
モ
ン
の
か
く

乱
を
起
こ
し
ま
す
。

　

現
在
定
め
ら
れ
て
い
る
化

学
物
質
の
安
全
基
準
は
、
こ

の
よ
う
な
毒
性
を
考
慮
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
子
ど

も
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

胎
児
に
も
影
響
を
与
え
る

環
境
ホ
ル
モ
ン

　

胎
児
や
子
ど
も
は
免
疫
系

や
内
分
泌
系
な
ど
の
器
官
が

未
発
達
な
た
め
、
環
境
ホ
ル

モ
ン
に
ば
く
露
す
る
と
、
微

量
で
も
成
長
や
発
達
に
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

特
に
、
胎
児
期
の
ば
く
露

は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど

生
活
習
慣
病
の
発
症
の
要
因

に
な
り
ま
す
。
胎
盤
は
有
害

化
学
物
質
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
水
銀
や
鉛
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
も
、
胎

盤
を
透
過
す
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
は

身
を
守
る
た
め
の
防
衛
反
応

　

哺
乳
動
物
が
進
化
の
過
程

で
獲
得
し
た
、
毒
物
や
有
害

化
学
物
質
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
防
衛
反
応
が
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
で
す
。
高
等
動
物
は

体
内
に
異
物
が
入
る
と
、
鼻

水
、
咳
、
湿
疹
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
ま
す
。

免
疫
が
低
下
し
た
り
神
経
や

内
分
泌
の
異
常
が
起
こ
る
と
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
暴
走
し
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
や
じ
ん

ま
し
ん
、
気
管
支
ぜ
ん
息
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の

疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

近
年
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で

あ
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を

患
う
子
ど
も
が
減
っ
た
の
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
に
よ
っ
て
、
大
気
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
減
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
の
説
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

食
品
中
に
残
留
す
る
有
害
化

学
物
質
に
よ
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

日
常
的
に
農
薬
に
ば
く
露

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

　

日
本
国
内
の
３
歳
児
を
対

象
に
行
っ
た
尿
検
査
で
は
、

検
査
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
８
割
か
ら
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
が
、
全
員
の

尿
か
ら
有
機
リ
ン
系
や
ピ
レ

ス
ロ
イ
ド
系
の
農
薬
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は

子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に
複

数
の
農
薬
に
ば
く
露
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

有
機
リ
ン
系
農
薬
に
ば
く
露

す
る
と
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
が
い
「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
を
発

症
す
る
リ
ス
ク
が
、
約
２
倍

高
く
な
る
と
い
う
米
国
の
論

文
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
農
薬
と
発
達

障
が
い
の
関
与
に
つ
い
て
あ

ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
世
界
で
は
関
連
性
を
指

摘
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
米
国
で
は
、
２
０
１
２

年
に
米
国
小
児
科
学
会
が

「
農
薬
の
ば
く
露
は
、
子
ど

も
が
が
ん
を
患
う
リ
ス
ク
を

上
げ
、
発
達
障
が
い
な
ど
脳

の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
」
と
し
て
、
子
ど
も
の
農

薬
の
ば
く
露
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
警
告
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

日
本
で
は
身
の
回
り
の
有

害
化
学
物
質
に
つ
い
て
厳
し

く
規
制
し
て
い
な
い
た
め
、

知
ら
な
い
う
ち
に
食
べ
も
の

や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
通
し
て

物質名

水銀
（メチル水銀）

水俣病の原因物質。現在の主な摂取源は
魚介類。2005年には厚生労働省の「妊婦
への魚介類の摂食と水銀に関する注意事
項」が改訂された。IQ低下、学習障がい、
注意欠陥多動性障がい「ADHD」などを引
き起こす可能性があると言われている。

特に妊婦がキンメダイ、メカジキ、クロマグ
ロなど食物連鎖の上位の魚を食べる際に
は、摂取量に気をつける。

鉛

有機フッ素
化合物

（ＰＦＯＳ，ＰＦＯＡ，
ＰＦＡＳｓ）

環境中に広く分布し、古くは水道管、食
器、顔料、おしろいなどに使われていた。
学習障がい、神経発達の遅れ、運動失調
などを引き起こす可能性がある。男性の
不妊や精子数減少、女性の早産や流産な
どにも影響を及ぼしている。

鉛が原料に使われている蓄電池（バッテ
リー）、はんだ、塗料、陶漆器の釉薬や顔
料、安価な金属製アクセサリー、釣り道具
のおもり、色のついたレジ袋の使用はでき
るだけ避ける。

カドミウム

亜鉛製錬の際の副産物で、イタイイタイ病
の原因物質だと言われている。学習障が
い、ＩＱ低下、運動失調、多動などを引き起
こすと言われている。

ニッケル・カドミウム蓄電池や、絵の具（カ
ドミウムイエロー）はできるだけ使用しな
いようにする。貝類、いか、たこ、えび、か
になどの内臓に蓄積されやすいため、摂
取量に注意する。

ビスフェ
ノールＡ
（ＢＰＡ）

内分泌かく乱作用があり、極めて低容量で、
生殖器官、脳神経系、免疫系に悪影響を及
ぼすことが示されている。代替物質のビス
フェノールＳやビスフェノールＦにも内分泌
かく乱作用があることが指摘されている。

ポリカーボネートの食品容器、缶詰やレト
ルト食品を避けるようにする。ＣＤやＤＶＤ
の表面、レシートなどの感
熱紙の印字面にできるだけ
触れないようにする。

フタル酸
化合物

ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）などプラスチック

製品の可塑剤に大量に使用されている。
表示は義務付けられていない。内分泌か
く乱化学物質として、女性ホルモン作用が
あるとともに、男性ホルモンの働きを阻
害する。アレルギーなどとの関連、認知・
学習能力などへの影響も指摘されている。

柔らかいプラスチック製品の使用はでき
るだけ避け、子どものおもちゃは塩化ビ
ニル製のものを与えないようにする。化
粧品や日焼け
止めなどの使
用を減らす。

水も油もはじく便利な性質を持つ。残留
性が高い。妊娠期の胎児又は母乳乳児に
おける発達影響（低出生体重、思春期早
発症、骨格変異）などが指摘されている。

焦げ付き防止のフライパンや鍋はなるべ
く使用を避ける。油のついた食品をフッ素
加工された包み紙（例：ハンバーガーの包
み紙）に包んだまま電子レンジで加熱し
ないようにする。防水スプレーはできるだ
け使わないようにする。

性質や影響 ばく露を避けるために

※

講師 中下 裕子さん
NPO法人ダイオキシン・環境ホ
ルモン対策国民会議代表、弁護士

＜参考＞ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議からの出前講座資料
　　　　ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議発行「環境ホルモン最新事情‐赤ちゃんが危ない」

か そざい

子
ど
も
に
与
え
て
し
ま
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

母
子
保
健
法
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
妊
婦
健
診
で
は
、

化
学
物
質
の
検
査
や
危
険
性

に
つ
い
て
の
教
育
を
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

父
母
と
な
る
人
た
ち
に
周

知
や
啓
発
を
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
発
達
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
未
規

制
化
学
物
質
に
対
し
て
、
早

急
に
規
制
を
導
入
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
を
化
学
物
質
の
汚

染
か
ら
守
る
た
め
、
私
た
ち

大
人
が
分
野
を
超
え
て
結
集

し
、
法
制
化
を
求
め
て
声
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

約
20
年
前
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
問
題
が
明
ら
か
に
な

り
、
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
商
品
の

容
器
や
包
材
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
環
境
ホ
ル
モ

ン
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
２
月
、
有
害
化
学
物
質
を
含
む
環
境

ホ
ル
モ
ン
問
題
全
般
の
現
状
を
知
り
今
後
の
活
動
に

活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

が
主
催
し
て
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境
ホ
ル
モ
ン
対

策
国
民
会
議
か
ら
の
出
前
講
座
」
を
福
岡
市
と
岡
山

市
で
開
催
し
ま
し
た
。
２
回
の
講
座
を
4
月
号
と
5

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
福
岡
市
で
開
催

し
た
講
座
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

※
正
式
に
は
「
外
因
性
内
分
泌
か
く
乱
化
学
物
質
」。
生
物
や
ヒ
ト
の
体
内

の
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
か
く
乱
す
る
作
用
を
持
つ
化
学
物
質
の
総
称

NPO法人ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

子どもの発達・健康に悪影響を及ぼすおそれのある化学物質
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No.140

グリーン未来ソーラー売電量
21,853kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
2,335kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
56,030kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
85,899kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
131,548kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
2,796kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
2,492kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2020年1月の売電量

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

一般社団法人グリーン・市民電力から

私たちの発電所
グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,611人 1,113,060,000円（　　　　　 ）2020年
3月11日現在

　１９８６年４月２６日、チェルノブイリ原子力発電所４
号炉で爆発事故が起きました。事故後、子どもたちに甲
状腺ガンが多発し、今でも検査や治療を必要としていま
す。「ＮＰＯ法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク」
は現在も現地において移動検診車導入・医療機器・医
療品支給などを行なっており、グリーンコープも２０年
以上前から支援を続けています。
　日本では事故後の甲状腺検査は福島県外に住んで
いる人は受診が難しい状況にあるうえ、最近では検査
そのものが必要ないという意見や検査のデメリットを
強調する様子もあります。
　何が本当で何が必要なことか、今こそ私たちはチェル
ノブイリ原発事故からしっかりと学び、東日本大震災後
からの支援を継続し、現地情報をできる限りおさえ発
信することなど行動を起こしていく必要があります。そし
て最大の学びは２度と原発事故は起こしてはならない
し、原発は必要ないということです。今私たちにできる
こと「グリーンコープでんき」をすすめていきましょう。

「チェルノブイリ原発事故から学ぶべき事」

グリーンコープ共同体組織委員会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
・
事
務
局
長川

原 

秀
之 

さ
ん

ベラルーシ共和国で、甲状腺がん患者のための
医療支援に取り組む非営利の民間団体。1990
年、市民有志によって発足しました。被災地の
専門技術の向上と、自立した医療体制をつくる
ため、甲状腺がんの診断技術の指導や内視鏡手
術法の指導などを行っています。

1986年4月26日、旧ソ連(現ウクライナ)北
部にあったチェルノブイリ原子力発電所で
爆発事故が起き、大量の放射能が大気中に
放出されました。放射能は風にのって世界
各地に広がり、チェルノブイリから約8000
㎞離れた日本でも、野菜や水、母乳などか
ら放射能が検出されました。
ウクライナに隣接するベラルーシは、最大
の被災国となりました。事故から数年後、
原発事故で放出された放射性ヨウ素が原因
で、子どもたちの間で甲状腺がんが急増し
ました。

事
故
に
よ
り
原
子
炉
が
爆
発
し
、穴
が
ぽ
っ
か
り

と
空
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所

（
１
９
８
６
年
撮
影
）

チェルノブイリ原発事故

ＮＰＯ法人チェルノブイリ
医療支援ネットワーク

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

の
被
災
地
で
あ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国(

以
下
、
ベ
ラ

ル
ー
シ)

で
、
医
療
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

以
下
、
支
援
ネ

ッ
ト)

の
活
動
に
賛
同
し
、
カ
ン
パ
に
取
り
組
む
な
ど
、

連
帯
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
10
月
17
日
、
共
同
体
組
織
委
員
会
は
、

支
援
ネ
ッ
ト
事
務
局
長
の
川
原
秀
之
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
市
で
脱
原
発
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
学
習
会
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

グリーンコープ共同体組織委員会　2019年度 脱原発学習会

〜
被
曝
し
た
子
ど
も
た
ち
の
苦
し
み
は
、今
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
〜

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

に
よ
る
甲
状
腺
が
ん
の
増
加

　

事
故
が
起
き
た
当
時
の
旧

ソ
連
は
、
事
故
に
つ
い
て
情

報
を
公
開
す
る
よ
う
な
体
制

で
は
な
く
、
国
民
は
何
も
知

ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
多
く
の

人
々
が
放
射
能
に
晒
さ
れ
ま

し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
が
あ
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
隣
接
し
て
お

り
、
多
く
の
人
々
が
内
部
被

曝
し
ま
し
た
。

　

体
内
で
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

を
作
る
た
め
に
は
ヨ
ウ
素
が

必
要
で
す
。
周
辺
に
海
が
な

い
内
陸
国
で
あ
る
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
人
々
は
、
海
藻
な
ど
に

多
く
含
ま
れ
る
ヨ
ウ
素
の
摂

取
が
不
足
し
た
状
態
で
あ
っ

た
た
め
、
原
発
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ
素

を
大
量
に
吸
収
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
甲
状

腺
の
異
常
が
増
え
、
甲
状
腺

が
ん
の
原
因
と
な
っ
た
の
で

す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
師
に

日
本
の
技
術
や

医
療
機
器
を
支
援

　

支
援
ネ
ッ
ト
で
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
の
医
療
体
制
を
整

え
る
た
め
、
日
本
か
ら
甲
状

腺
が
ん
検
診
に
必
要
な
医
療

機
器
や
消
耗
品
な
ど
を
届

け
、
現
地
の
医
療
機
関
と
連

携
し
、
検
診
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
1
9
9
7
年
に
寄

贈
し
た
検
診
車
は
、
病
院
が

な
く
専
門
家
の
い
な
い
地
域

で
の
移
動
検
診
に
活
用
さ

れ
、
年
間
1
万
5
千
〜
2
万

人
を
検
診
し
て
い
ま
す
。
検

診
に
よ
り
、
甲
状
腺
が
ん
や

こ
れ
ま
で
見
落
と
し
て
い
た

よ
う
な
甲
状
腺
が
ん
に
つ
な

が
る
異
常
も
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
地
の

医
師
は
最
新
の
甲
状
腺
が
ん

の
手
術
の
技
法
な
ど
を
日
本

の
医
師
か
ら
直
接
学
び
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
細
胞
診
検
査
に
関

す
る
教
科
書
を
作
り
贈
呈
す

る
な
ど
、
現
地
の
検
査
技
術

の
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、

中
国
の
資
本
の
流
入
に
よ
っ

て
経
済
が
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
区
に
よ
っ

て
は
今
で
も
原
発
事
故
の
影

響
が
残
り
、
た
く
さ
ん
の
人

が
健
康
や
生
活
へ
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
現
地
の
医
療
体
制
を
支

え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
培
っ
た
経
験
を

福
島
へ
つ
な
げ
る

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
事
故
当

時
の
子
ど
も
た
ち
が
成
長

し
、
結
婚
し
て
出
産
を
す
る

年
齢
に
な
っ
た
今
で
も
、
被

曝
に
よ
る
甲
状
腺
が
ん
の
発

症
は
続
い
て
い
ま
す
。
検
診

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
く
の
人
が
早
期
発
見
と
適

切
な
治
療
を
受
け
、
甲
状
腺

が
ん
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
無
料
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
受
診
率
は
90
％
を

超
え
ま
す
。
一
方
、
福
島
の

受
診
率
は
年
々
低
下
し
て
い

ま
す
。
年
に
１
度
は
必
ず
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
後
は
福
島
で
も
、
移

動
検
診
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と

医
療
専
門
家
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

で
の
医
療
活
動
の
経
験
は
、

福
島
で
も
活
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
細
胞
診
な
ど
の
医

療
技
術
に
関
し
て
は
、
日
本

の
医
師
よ
り
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

医
師
の
方
が
経
験
を
積
ん
で

い
る
た
め
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と

福
島
を
つ
な
ぎ
、
福
島
の
医

療
関
係
者
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
べ
も
の
で

自
己
免
疫
力
を
高
め
よ
う

　

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
た

と
し
て
も
、
甲
状
腺
が
ん
に

な
る
人
も
い
れ
ば
、
な
ら
な

細胞診検査のようす

チェルノブイリ支援
募金活動に取り組みます

グリーンコープはＮＰＯ法人チェルノブイリ医療支援ネットワー
クの活動に連帯し、カンパに取り組んでいます。組合員みんなの
力で、支援の輪を広げていきましょう。詳しくは本紙と同時配布
のカタログGREEN５号のチラシをご覧ください。

NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-5-11 コスギビル5Ｆ
TEL・FAX 092-260-3989　E-mail:jimu＠cher9.org

現
地
の
医
師
に
指
導
す
る
日
本
人
医
師

い
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

食
べ
て
い
る
も
の
も
違
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場

合
も
自
己
免
疫
力
を
高
め
れ

ば
病
気
に
な
る
可
能
性
は
低

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
特
に
、
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
様
々
な
種
類
の
食
べ
も

の
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

規
則
的
な
排
泄
と
良
質
な
睡

眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ
こ
と

（3）  第 424 号  （2020 年 4 月 1 日） 共 生 の 時 代



一般社団法人グリーンコープ共同体 第二期臨時社員総会 終了後トークセッション

ひ
ま
わ
り
を
通
じ
た
全
国
の

協
力
者
と
の
絆
づ
く
り

　

シ
ャ
ロ
ー
ム
で
は
、
ひ
ま
わ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

全
国
の
賛
同
者
に
ひ
ま
わ
り
を

育
て
て
も
ら
い
、
そ
の
種
か
ら
、

障
が
い
の
あ
る
仲
間
た
ち
と
共

に
、
ひ
ま
わ
り
油
を
製
造
し
、

販
売
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
後

に
出
会
い
、
そ
れ
以
降
連
帯
を

深
め
て
き
た
。
２
０
１
４
年
か

ら
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
も

た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
を
植
え

て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
全

国
か
ら
届
く
ひ
ま
わ
り
の
種
の

３
分
の
１
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

か
ら
の
も
の
だ
。
毎
年
夏
に
は
、

福
島
の
子
ど
も
た
ち
が
「
子
ど

も
ひ
ま
わ
り
大
使
」
と
し
て
全

国
の
賛
同
者
を
訪
ね
、
福
島
の

現
状
や
自
分
た
ち
の
思
い
を
伝

え
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度
は
、

　2020年２月15日、職員やワーカーを対象に「2019年度 グリーン
コープでんき決起集会」が開催されました。
　決起集会では、グリーンコープの脱原発のあゆみと共に、福島の現
在のようす、再生可能エネルギーの現状や展望について学びました。
　決起集会で行われた講演の要旨を報告します。

再生可能エネルギーで原発のない社会を
２０１９年度 グリーンコープでんき決起集会

2020年2月15日　福岡市　参加者：約240人

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ひ
ろ
し

ま
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
や
ま
ぐ

ち
生
協
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
ひ
ょ
う
ご
を
訪
れ
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

福
島
の
今

　

３
月
に
は
震
災
後
不
通
に
な

っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
富
岡

̶

浪
江
間
が
再
開
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
で
原
発
事
故
が
終

わ
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
は
困
る

と
い
う
の
は
、
福
島
県
で
暮
ら

す
多
く
の
人
に
共
通
し
た
思
い

だ
と
思
う
。
今
福
島
で
は
除
染

が
進
ん
で
、
住
宅
地
な
ど
放
射

線
量
が
下
が
っ
た
場
所
も
あ
る

一
方
、
山
間
部
な
ど
、
依
然
線

量
が
高
い
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ

る
。
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
も
、
実
際
に
戻
っ
て

き
て
い
る
人
は
少
な
い
。

　

汚
染
水
の
海
洋
投
棄
や
中
間

貯
蔵
施
設
の
問
題
な
ど
、
解
決

の
糸
口
さ
え
見
え
な
い
問
題
が

山
積
み
で
、
事
態
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
汚
染
土
を
中
間
貯
蔵

施
設
に
保
管
で
き
る
の
は
30
年

間
だ
け
と
法
律
で
決
め
ら
れ
て

お
り
、
30
年
と
１
日
後
に
は
福

島
県
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

助
け
合
え
る
つ
な
が
り
を

広
げ
て
い
こ
う

　

災
害
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

起
こ
り
う
る
。
草
の
根
の
力
を

高
め
て
い
っ
て
、
毎
日
の
生
活

を
地
域
の
人
々
が
助
け
合
い
、

協
力
し
合
っ
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
。
よ
り
安
全
な
食

べ
も
の
を
選
ぶ
の
と
同
じ
よ
う

に
、
電
気
も
選
ん
で
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
ひ
ま

わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

今
、
世
界
で
大
き
な
変
化
が

起
き
始
め
て
い
る

　

地
球
温
暖
化
の
解
決
策
は
、
太

陽
光
や
風
力
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
言
え
る
。

蓄
電
池
の
技
術
が
進
み
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
が
下
が

っ
て
き
て
い
る
。
電
気
自
動
車
の

普
及
は
著
し
く
、
今
後
蓄
電
池
や

電
気
自
動
車
が
ま
す
ま
す
普
及

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
は

下
が
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
国
で
、

太
陽
光
や
風
力
な
ど
自
然
変
動

型
電
源
の
比
率
が
高
く
な
っ
た

今
、
世
界
で
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
と
い
う
概
念
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
構
造
、
政
治
、
経
済
、

産
業
が
根
こ
そ
ぎ
変
わ
る
大
き

な
変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
。

※

原
子
力
発
電
、
石
炭
火
力
発
電
、
一

般
水
力
発
電
（
流
れ
込
み
式
）
等
の

こ
と
。
一
定
量
の
電
力
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
こ
と
が
特
徴

地
域
分
散
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
ぼ
う

　

今
後
は
、
地
域
の
人
が
自
分
た

ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
所
有
意
識

を
持
っ
て
参
加
で
き
る
地
域
分
散

型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
躍
進
し
、
そ

の
利
益
が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
地
域
分
散
型
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
。
加
え

て
、
最
近
は
Ｒ
Ｅ
１
０
０
と
呼
ば

れ
る
、
事
業
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
め
ざ
す
企

業
連
合
も
登
場
し
、
日
本
で
も
加

盟
が
広
が
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
に
は
、
地
域
で
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
市
民
発
電
所
づ
く
り
や
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
で
ん
き
の
事
業
を
進
め
る
中
で
、
新
電
力
事
業

者
が
大
手
電
力
会
社
に
支
払
う
託
送
料
金
（
電
線
使
用

料
）
に
、
本
来
含
ま
れ
る
べ
き
で
な
い
原
発
事
故
の
「
賠

償
負
担
金
」
と
「
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」
が
上
乗
せ
さ
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
受
け
て
、
こ
の
問
題
を
広
く
社

会
に
訴
え
る
た
め
に
国
と
大
手
電
力
会
社
を
相
手
に
訴
訟

を
起
こ
す
こ
と
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
各
生
協
の
臨

時
総
代
会
に
続
き
、
２
月
12
日
に
福
岡
市
で
開
催
し
た
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
第
二
期
臨
時
社
員
総
会
で
も
、
託

送
料
金
訴
訟
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
後
、
組
合
員
の
代
表
と
、
共
に
訴
訟
に
向
か
う
弁

護
士
の
皆
さ
ん
が
登
壇
し
て
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
な
る
と
、
ど
こ
か
で
ほ
こ
ろ
び
が

出
て
く
る
は
ず
で
す
。
細
か
い
条
項
ま
で
徹
底
的
に
調
べ
、

託
送
料
金
に
全
く
関
係
の
な
い
賠
償
負
担
金
や
廃
炉
円
滑
化

負
担
金
を
営
業
費
に
含
め
る
こ
と
自
体
無
理
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
行
き
着
き
ま
し
た
。

三
原
　
こ
の
３
年
半
の
間
、
有
価
証
券
報
告
書
や
国
会
の
議
事

録
な
ど
、
資
料
に
で
き
る
だ
け
目
を
通
し
て
理
解
し
よ
う
と

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
弁
護
士
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
地
で

開
催
し
た
学
習
会
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
絶
対
に
原
発
を
止

め
る
と
い
う
組
合
員
の
熱
い
思
い
を
汲
み
と
っ
て
、
法
的
に

組
み
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弁
護
士
側
と
し
て
、
組
合

員
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
気
持
ち
が
変
わ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

あ
り
ま
す
か
。

馬
場
　
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、
原
発
に
対
し
て
非
常
に
憤
っ
て

い
る
こ
と
や
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
日
に
日
に
伝
わ
っ

て
き
た
の
で
、
そ
の
熱
意
に
応
え
て
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
私
自
身
の
気

持
ち
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

小
椋
　
今
回
、
各
生
協
で
臨
時
総
代
会
に
向
か
え
た
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
支
え
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

篠
木
　
大
人
よ
り
放
射
能
の
影
響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
た
ち

を
守
る
、
生
命
を
守
る
た
め
に
、
安
心
・
安
全
を
脅
か
す
原

発
は
即
刻
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

今
回
の
訴
訟
は
直
接
的
に
は
託
送
料
金
の
訴
訟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
原
発
は

あ
る
程
度
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
放
射
性
物
質
の
被
害
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

「
安
心
」
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
安
心
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。科
学
的
な「
安
全
」で
は
な
く「
安

心
」
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
を
勝
ち
取
り
た
い
。
そ
の

た
め
に
国
民
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
原
発
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
訴
訟
で
も
あ
る
と
い
う
思
い
で
私

は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
訴
訟
で
は
、
国
会

で
決
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
経
済
産
業
省
の
官
僚
が
勝
手
に
決

め
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
訴
え
る
の
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
う

さ
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
世
論
が
大
事
な
の
で
、
こ
れ
を
機

会
に
も
っ
と
も
っ
と
脱
原
発
を
世
論
に
訴
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

小
椋
　
今
回
の
託
送
料
金
の
訴
訟
は
、
国
や
電
力
会
社
を
訴
え

る
の
で
す
か
ら
特
別
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
弁
護
士
の
立

場
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

篠
木
　
電
気
事
業
法
と
い
う
法
律
が
ど
う
い
う
仕
組
み
で
何
を

め
ざ
し
て
い
る
の
か
を
押
さ
え
た
上
で
、
徹
頭
徹
尾
、
法
的

な
と
こ
ろ
で
勝
負
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
賠
償
負
担
金
や

廃
炉
円
滑
化
負
担
金
を
託
送
料
金
に
上
乗
せ
す
る
の
は
お
か

し
い
と
い
う
素
朴
な
と
こ
ろ
で
ま
ず
は
勝
負
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
で
外
に
向
け
て
経
済
産
業
省
が

や
っ
て
い
る
こ
と
の
お
か
し
さ
を
公
表
す
る
こ
と
が
目
的
で

も
あ
り
ま
す
。

小
島
　
原
子
力
発
電
事
業
者
の
コ
ス
ト
と
す
べ
き
も
の
を
託
送

料
金
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
子
力
発
電
事
業
者

の
電
気
を
使
わ
な
い
人
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気

を
買
う
人
に
も
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は

原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
の
実
態
を
き
ち
ん
と
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
脱
原
発
へ
の
道
を
大
き
く
阻
害
す
る
要
素

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
賠
償
負
担
金
や
廃
炉
円
滑
化
負
担
金

は
、
送
配
電
事
業
者
が
送
配
電
に
必
要
な
経
費
と
し
て
徴
収

し
た
お
金
が
、
そ
の
ま
ま
原
子
力
発
電
事
業
者
に
行
っ
て
し

ま
う
と
い
う
点
で
お
か
し
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
お
か
し
な
と
こ
ろ
を
い
か
に
分
か
り
や
す
く

裁
判
所
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
裁
判
の
原
告
に

な
る
皆
さ
ん
が
、
こ
の
こ
と
を
広
く
社
会
に
訴
え
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
こ
の
裁
判
に
勝
て
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
全
体
と
し
て
は
、
国
会
議
員
の
方

々
に
し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
て
、
国
会
の
場
で
も
討
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
全
体
で
で
き
る
こ

と
、
各
生
協
で
で
き
る
こ
と
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
を
今
後

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
島
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
広
が
り
、

地
元
の
小
さ
な
事
業
者
が
電
気
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
形
で
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
は
、
大
き
な
電
力
会
社
が
地
域
経
済

や
政
治
を
支
配
す
る
と
い
う
構
図
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
地
域
分
散
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
各
地
の
多
数
の
市
民
が
力
を
持
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
民
主
主
義
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電
力

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
、
民
主

主
義
的
な
改
革
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

馬
場
　
今
回
、
訴
え
を
起
こ
す
の
は
グ
リ
ー
ン
・
市
民
電
力
で

す
が
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
全
体
の
裁
判
で
あ
り
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
裁
判
で
す
。
今
回
の
裁
判
を
普
通
の
裁
判
に
し

て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
国
や
社
会
を
動
か
す
よ
う
な
社

会
的
な
意
味
の
あ
る
重
要
な
裁
判
に
で
き
る
の
か
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
の
持
ち
方
や
考
え
方
、
そ
し
て
一

人
ひ
と
り
が
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
く
の
か
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
。

篠
木
　
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
大
き
な
目
標
に
、
自
分
た
ち
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
つ
く
っ
て
い
る
皆
さ
ん
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
裁
判
で
す
。
不
当
な
こ
と
を
さ
れ
て
黙
っ

て
い
れ
ば
ま
す
ま
す
不
当
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
は
、
生
命
を
守
る
と
い
う
大
き
な
理
念
が
あ
り
、

お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
言
え
る
集
ま
り
で
す
。
裁
判

と
い
う
も
の
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
私
は
今
が
ま
さ
に
そ
の
時
だ
と
思
う
の
で
す
。

小
椋
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
以
外
で
も
託
送
料
金
の
問
題
を
疑
問

視
す
る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
う
ね
り
に
な

っ
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
を
知
ら
な
い
人
に
も
託
送
料
金
の

問
題
を
知
っ
て
も
ら
え
る
時
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
母
親
目
線
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
問
題

が
き
ち
ん
と
国
会
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

三
原
　
託
送
料
金
と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
多

く
の
人
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
で
深

く
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
の
秋
か
ら
組

合
員
に
伝
え
て
き
た
こ
の
問
題
を
、
今
日
か
ら
は
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
方
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
味
方

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
思
い
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
る
方

が
こ
の
こ
と
を
知
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
信
じ
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
と
一
緒
に
裁
判
に
向
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊
野
　
遺
伝
子
組
み
換
え
や
原
発
の
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
の
目

の
前
に
は
本
当
に
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
託
送

料
金
の
訴
訟
に
向
か
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
で
私
た
ち
の
気
持
ち
が
一
致
し
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
母
親
の
気
持
ち
は
強
く
、
そ
の
都
度
、

今
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
き
た
結
果
と
し
て
こ
こ
ま
で
到
達

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
う
私
た
ち
の
運
動
は
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
世
論
を
形
成
し
て
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

宇
都
宮　
本
日
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
か

ら
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
時
間
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
裁
判
は
民
主
主
義

と
は
何
な
の
か
を
問
う
裁
判
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
皆
さ
ん

と
共
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

宇
都
宮　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
託
送
料
金
問
題
に
踏
み
込
む
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
６
年
９
月
８
日
、
原
発
の
廃
炉

や
原
発
事
故
の
賠
償
の
た
め
に
、
大
手
電
力
会
社
だ
け
で
な

く
新
電
力
事
業
者
に
も
費
用
負
担
を
求
め
る
と
い
う
報
道
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
グ
リ
ー
ン
・
市
民
電
力
で
託
送
料
金
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
国
の
方
針
で
あ
る
原
発
を
ど
う
問

題
化
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
経
過

を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
島
　
原
子
力
発
電
所
は
、
燃
や
し
た
後
の
廃
棄
物
処
理
を
考

え
る
と
圧
倒
的
に
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、
多
く
の
国
で
は
、

コ
ス
ト
の
安
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換
を
進
め
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
、
電
力
を
自
由
化
し
て
原
子
力
発
電
と

他
の
発
電
と
が
競
争
す
れ
ば
、
原
子
力
発
電
は
自
ず
と
負
け

る
は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
６
年
４
月
に
電
気
の

小
売
り
事
業
が
全
面
自
由
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
原
子
力
発

電
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
送
配
電
に
関
す
る
料
金
に
組
み
込
む

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
競
争
原
理
に
よ
っ
て

危
険
な
も
の
を
排
除
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
国
会
で
定
め
る
の
で
は
な
く
、
電
気
事
業
法
は
ま
っ
た
く

変
更
せ
ず
、
経
済
産
業
省
の
省
令
に
よ
っ
て
廃
炉
費
用
と
原

発
事
故
の
費
用
を
託
送
料
金
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
決
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
送
配
電
の
コ
ス
ト
で
は
な
い
も
の
を
送
配

電
料
金
と
し
て
取
り
立
て
て
い
い
と
は
、
電
気
事
業
法
に
は

書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
の
範
囲
内
で
し
か
行
政
は
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
大
原
則
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
は
争
点
に
な
り
う
る
と
考
え
ま
し
た
。

宇
都
宮　
訴
訟
内
容
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
九
州
電
力
に
、

も
う
一
つ
は
国
に
対
し
て
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
争
点
が

絞
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

馬
場
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ら
、
託
送
料
金
訴
訟
を
起
こ
し
た

い
と
最
初
に
相
談
を
受
け
た
の
は
、
２
０
１
６
年
11
月
頃
で

し
た
。
今
回
改
正
さ
れ
た
省
令
の
内
容
や
改
正
さ
れ
る
基
と

な
っ
た
電
気
事
業
法
や
電
気
事
業
法
施
行
規
則
、
電
力
会
社

の
約
款
、
国
会
の
議
事
録
な
ど
を
調
べ
、
ど
う
い
う
理
屈
で

託
送
料
金
に
賠
償
負
担
金
と
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
が
上
乗
せ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
法
律
的
な
視
点
か
ら
調
査
し

て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
国
会
を
通
さ
な
い
で
省
令
で
決
め

る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、

お
か
し
い
だ
け
で
は
裁
判
所
は
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

裁
判
を
起
こ
す
に
は
、
違
法
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
組
み

立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
経
済
産
業
省
に
行
っ

て
話
を
聞
い
た
り
、
過
去
の
国
会
の
議
事
録
な
ど
を
見
た
り

す
る
う
ち
に
、
国
は
、
ま
ず
託
送
料
金
に
上
乗
せ
し
よ
う
と

い
う
結
論
を
先
に
決
め
て
か
ら
、
そ
れ
を
合
法
的
に
認
め
る

た
め
の
理
屈
を
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
を
得
る

小島延夫さん
馬場　勝さん
篠木　潔さん

：
：
：

弁護士
弁護士
グリーンコープ
共同体顧問弁護士

熊野千恵美さん

三原　幸子さん

小椋あけみさん

：

：

：

グリーンコープ
共同体代表理事
グリーンコープ生協
ふくおか理事長
グリーンコープ生協
とっとり理事長

宇都宮陽子さん：グリーンコープ生協
おおいた理事長

を通して

を訴えていく

託送料金訴訟
脱原発特定非営利活動法人シャローム　一般社団法人シャローム福祉会　吉野 裕之さん

認定ＮＰＯ法人環境エネルギー政策研究所　所長　飯田 哲也さん

い
の
ち

※

再生可能エネルギーの現状と展望

福島からお話ししたいこと

（写真左より）
《トークセッション登壇者》

グリーン・市民電力
託送料金検討委員会より

ファシリテーター

組合員

民
主
主
義
と
は
何
か

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
裁
判
を
め
ざ
す

「
何
か
、
お
か
し
い
」。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き

供
給
事
業
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
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グリーンコープ生協おおさか
理事長  山田 由美

　６月で任期が終わり退任する。
　活動している間、グリーンコープに集う仲間、家
族、友人、たくさんの人に支えてもらった。
　無事に任期を迎えることができたのも、私らしく
いられる様にいつもそばで支えていただいたみなさ
んのおかげだと思う。
　任期を目の前に今後の生活を考えた。
　グリーンコープの中で、新しい世界へ飛び出そうと
決意した。そうしたいと思ったのも、私の周りにいる
キラキラとした人たちに近づきたいと思ったから。
　グリーンコープでは、仲間の大切さ、相手を思い
やること、自分を大切にすることを教えてもらった。 
　私が今まで周りの人から大切にしてもらったよう
に、今度は周りの人を大切にしていきたいと思う。
　ありがとうございました。そしてこれからもよろし
くお願いします。

件
な
の
か
、
現
地
視
察
な
ど

を
経
て
方
向
性
を
確
定
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
事
業
・
運

営
は
、
グ
リ
ー
ン
・
市
民
電

力
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

に
取
り
組
む
地
元
企
業
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ナ
ジ
ー
㈱
、ｉ
ｓ
ｅ

ｐ
の
共
同
で
行
う
道
を
選
択

し
ま
し
た
。
三
者
が
「
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
霧
島
合
同

会
社
」
を
設
立
し
て
、
発
電

所
建
設
に
向
か
い
ま
し
た
。

組
合
員
が
自
分
た
ち
の
発
電

所
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く

　

理
事
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

１
回
目
の
現
地
視
察
を
行
い
、

そ
の
後
、関
係
者
に
よ
る「
霧

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を

開
催
し
、
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

は
、
発
電
所
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
実
務
の
検
討
が
先

行
し
、
組
合
員
は
、
自
分
た

ち
の
発
電
所
が
で
き
る
と
い

う
実
感
を
な
か
な
か
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
行
政
と
の
相
談
や

地
域
住
民
へ
の
説
明
会
に
主

体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、

地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
根

付
く
発
電
所
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
思
い
を
大
き
く
膨
ら

ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

原
発
の
あ
る
地
域
だ
か
ら
こ

そ
、
安
心
し
て
使
う
こ
と
の

で
き
る
電
気
を
自
分
た
ち
の

手
で
つ
く
り
た
い
　

　

か
ご
し
ま
は
、
そ
の
エ
リ

ア
内
に
九
州
電
力
川
内
原
子

力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
原

発
立
地
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
市

民
発
電
所
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
２

０
１
３
年
に
か
ご
し
ま
と
グ

リ
ー
ン
・
市
民
電
力
が
一
緒

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
ま
ず
、
風
力
発
電
の
可

能
性
を
探
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

県
の
景
観
条
例
な
ど
規
制
が

多
く
、
な
か
な
か
良
い
案
件

と
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

様
々
に
模
索
し
た
結
果
、

２
０
１
６
年
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

研
究
所
（
以
下
、ｉ
ｓ
ｅ
ｐ
）

よ
り
、
霧
島
市
に
太
陽
光
発

電
所
を
建
設
で
き
そ
う
な
案

件
が
あ
る
と
の
情
報
を
得
て
、

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
地

域
性
や
事
業
性
の
観
点
か
ら
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
と
っ
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
案

な
か
な
か
実
現
し
な
い
と
い

う
状
況
に
心
が
折
れ
な
が
ら

も
、
時
間
を
か
け
丁
寧
に
話

し
合
い
を
重
ね
た

　

行
政
か
ら
は
、
ま
ず
地
域

住
民
に
向
け
て
説
明
会
を
開

く
こ
と
、
河
川
に
関
わ
る
二

つ
の
漁
協
に
挨
拶
に
行
く
こ

と
、
さ
ら
に
景
観
を
壊
さ
な

い
こ
と
な
ど
の
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。
組
合
員
も
参
加
し
、

積
極
的
に
開
催
し
た
住
民
説

明
会
で
は
、
造
成
に
よ
る
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
心
配
や
、
倒

木
が
あ
る
箇
所
を
整
備
し
て

ほ
し
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、

地
域
の
人
々
の
声
を
受
け
止

め
、
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
地
域
密
着
型
の
発
電
所

を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意

思
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い

き
ま
し
た
。
順
調
に
進
め
ば
、

２
０
１
８
年
11
月
に
完
成
予

定
で
し
た
が
、
地
域
か
ら
の

意
見
や
要
望
に
一
つ
ひ
と
つ

対
応
し
て
き
た
結
果
、
２
０

１
９
年
12
月
、
鹿
児
島
県
か

ら
待
ち
望
ん
だ
開
発
許
可
が

下
り
、
よ
う
や
く
着
工
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
山
の
水
を
受
け
と
め
る

沈
砂
池
づ
く
り
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

検
討
を
始
め
て
か
ら
約
３

年
間
で
40
回
を
超
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
と
７
回
の
現

地
視
察
、
18
回
に
わ
た
る
地

元
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
行

政
と
の
協
議
も
12
回
重
ね
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
自

然
と
人
の
共
生
を
め
ざ
し
、

霧
島
太
陽
光
発
電
所
を
共
に

育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

霧
島
太
陽
光
発
電
所
は
、

長
い
年
月
を
か
け
て
や
っ
と

具
体
的
に
動
き
出
し
た
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
２
０

１
６
年
に
土
地
の
話
を
い
た

だ
い
て
現
地
の
山
を
視
察
し

た
時
、
漠
然
と
こ
こ
に
で
き

る
ん
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

山
あ
り
谷
あ
り
の
３
年
間
で

し
た
。
一
部
の
方
か
ら
厳
し

い
意
見
が
出
さ
れ
、
一
時
は

計
画
を
進
め
る
こ
と
は
困
難

だ
と
感
じ
、
私
自
身
の
気
持

ち
も
揺
れ
て
理
事
会
に
上
手

く
説
明
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
原
発
は
い
や

だ
、
原
発
の
電
気
を
使
い
た

く
な
い
と
い
う
私
た
ち
の
願

い
を
実
現
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
、
も

う
一
度
現
地
の
様
子
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
山
の
中
を
歩

い
て
い
く
と
、
倒
木
が
至
る

所
に
あ
っ
た
り
流
れ
る
べ
き

水
が
堰
き
止
め
ら
れ
る
な
ど

荒
れ
て
い
る
様
子
に
、「
整
備

し
た
ほ
う
が
山
の
た
め
に
も

な
る
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

も
き
っ
と
貢
献
で
き
る
は

ず
」
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

　

時
間
を
か
け
て
真
剣
に
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
た
分
、

自
分
た
ち
の
発
電
所
だ
と
い

う
愛
着
が
湧
き
、
こ
の
歳
月

は
私
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
霧
島
太
陽
光
発
電
所

の
電
気
を
私
た
ち
の
電
気
と

し
て
使
え
る
日
が
来
る
こ
と

を
、
楽
し
み
だ
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。

　

発
電
所
完
成
後
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
相
談

し
な
が
ら
、
ど
ん
な
取
り
組

み
や
交
流
を
し
て
い
け
る
か

な
ど
話
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

地域住民への説明会の様子

荒
れ
た
山
の
斜
面

組
合
員
が
現
地
の
山
を
視
察
す
る
様
子

※

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

め
ざ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
研

究
と
提
言
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

■霧島太陽光発電所施設概要
　1699.7kW （低圧73.9kW × 23区画）
■面積　２４,５９２㎡

2020年２月

カンパ金合計２，０７１，０００円

チョコレート工房＆カフェ建設
カンパにご協力ありがとうございました。

3年余りの検討を経て
霧島太陽光発電所が誕生！

夏頃

自
分
た
ち
の
発
電
所
が
で
き
る
喜
び

グリーンコープは、チョコレート工房＆カフェの建設資金の一部をカンパで応援し
ています。パプアの人々が、パプアのカカオを使って、パプアでチョコレートを作り、販
売するためのチョコレート工房＆カフェの建設に向けて、カタログＧＲＥＥＮ47号で
カンパを呼びかけ、たくさんの組合員からカンパ金が寄せられました。

グリーンコープかごしま生協
理事長

下本地 紀子さん

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
は
原
発
に
頼
ら
な
い
電
気
を
つ
く
ろ
う
と
、
２
０
１
２

年
に
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
・
市
民
電
力
（
以
下
、
グ
リ
ー

ン
・
市
民
電
力
）
を
立
ち
上
げ
、
各
地
域
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
生
協
（
以
下
、
か
ご
し

ま
）
エ
リ
ア
の
霧
島
市
牧
園
町
で
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。
発
電
所
建
設
に
向
け
て
、
２
０
１
６
年
か
ら
３

年
余
り
か
け
た
検
討
の
経
過
と
、
そ
こ
に
向
き
合
っ
て
き
た
組

合
員
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

※

せ
ん
だ
い
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